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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・日本プ

レミア・バリュー株投信」は、このたび第20期の
決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2009年2月24日（当初設定日）から2024年2月
27日までです。 

運 用 方 針 
アライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、主として
わが国の株式に分散投資することにより、⻑期的な
信託財産の成⻑を目指します。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日本プレミア・バリュー株投信 

主としてアライアンス・バーン
スタイン・日本バリュー株マ
ザーファンド受益証券に投資
します。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日本バリュー株マザーファンド 

主としてわが国の株式に投資
します。 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日本プレミア・バリュー株投信 

① 株式への実質投資割合には
制限を設けません。 

② 実質外貨建資産への投資は
⾏いません。 

アライアンス・バーンスタイン・ 
日本バリュー株マザーファンド 

① 株式への投資割合には制限
を設けません。 

② 外貨建資産への投資は⾏い
ません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います。 
① 分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当等

収益および売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。 

② 分配⾦額は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等
を勘案して決定します。ただし、分配対象額が少
額の場合には、分配を⾏わないこともあります。 

③ 留保益の運用については、特に制限を設けず、「基
本方針」および「運用方針」に基づいて運用を⾏
います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

追加型投信／国内／株式 
第20期(決算日2019年２月27日) 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

16期(2017年２月27日) 24,030 220 20.3 2,187.82 18.0 99.6 － 732 

17期(2017年８月28日) 24,854 340 4.8 2,307.30 5.5 98.9 － 590 

18期(2018年２月27日) 27,770 270 12.8 2,607.05 13.0 97.6 － 577 

19期(2018年８月27日) 26,357 0 △ 5.1 2,546.17 △ 2.3 99.0 － 505 

20期(2019年２月27日) 23,961 0 △ 9.1 2,412.08 △ 5.3 98.9 － 437 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年８月27日 26,357 － 2,546.17 － 99.0 － 

８月末 26,346 △ 0.0 2,556.25 0.4 99.1 － 

９月末 27,649 4.9 2,698.09 6.0 97.8 － 

10月末 25,170 △ 4.5 2,444.11 △ 4.0 98.0 － 

11月末 24,884 △ 5.6 2,475.92 △ 2.8 98.9 － 

12月末 22,351 △15.2 2,223.11 △12.7 98.3 － 

2019年１月末 23,789 △ 9.7 2,332.52 △ 8.4 98.8 － 

(期  末)       

2019年２月27日 23,961 △ 9.1 2,412.08 △ 5.3 98.9 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）」です。 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

  
アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信（以下「当ファンド」ということがありま

す。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）は、期首（2018年８月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化

しております。 

（注） ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比－9.1％※と、ベンチマークであるTOPIX（東証株価指数、

配当込み）の同－5.3％を下回るパフォーマンスとなりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

本来の収益力と比べて株価が過小評価されていると判断し保有したわが国の株式が下落したことから、基

準価額も下落しました。   
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

  
日本株式市場は、前期末比で下落しました。 

 

期初は軟調なスタートとなったものの、2018年９月後半は、円安の進行や新興国市場への懸念後退などから

上昇しました。安倍首相が自民党総裁選挙で予想どおり勝利したことも後押ししました。しかし10月以降は、

通商摩擦問題や米国の長期金利上昇、中国経済減速などへの懸念が再燃し、投資家のリスク回避志向が強まっ

たことや、軟調な米国株式市場の値動きに左右され、12月下旬にかけて大幅に下落しました。しかし、12月末

には、世界経済の先行きや米中貿易摩擦の影響などに対する懸念後退を受けて上昇に転じ、2019年に入ると、

為替の円安傾向や米中通商協議の進展への期待のほか、米国株式が上昇したことなども好材料となり、期末に

かけて上昇しました。 

 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンド（以下「マザーファンド」と

いうことがあります。）受益証券への投資を通じて、わが国の株式を中心に投資し、長期的な信託財産の成長

を目指します。 

 

当ファンドはほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

＜マザーファンド＞ 

本来の収益力と比べて株価が過小評価された銘柄（＝割安株、バリュー株）をリサーチによって抽出するこ

とが可能であるという信念のもと、ファンダメンタル分析と定量分析の二つの観点を融合させた個別銘柄選

択を付加価値の源泉としたボトムアップによるバリュー株式運用を行います。運用にあたっては、当期も引き

続き、ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中期的な収益性と比較して株価が割安になっている

銘柄を厳選するという投資方針を維持しました。その結果、セクター配分においては、素材セクターやエネル

ギー・セクターの比率が上昇し、金融セクターや生活必需品セクターなどの比率が低下しました。 

 

個別銘柄では、エア・ウォーターを新規に組み入れました。エア・ウォーターは、産業ガスや医療施設向け

備品などの主力商品が安定的な成長を示しているにも関わらず株価が低迷していることから、新たに組み入

れました。一方、より確信度の高い銘柄への集中度を高めることを目的として従来よりも組入銘柄数を減ら

し、運用収益の更なる向上を図るため、キーエンスや花王などを全て売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

セクター配分は、運用チーム独自の分類で区分しています。 

 

  
ベンチマークとの比較では、当期は、セクター配分、

銘柄選択ともにマイナス要因となりました。 

 

セクター配分では、エネルギー・セクターのオーバー

ウェイトや公益セクターのアンダーウェイトなどがマ

イナス要因となりました。 

銘柄選択では、素材セクターにおける選択は主なプ

ラス要因となったものの、テクノロジー・セクターや

資本財セクターにおける選択などはマイナス要因とな

りました。個別銘柄では、ＪＸＴＧホールディングス、

ＩＨＩ、パナソニックなどの保有がマイナス要因とな

りました。一方、セブン＆アイ・ホールディングス、日

本航空、三井不動産などの保有がプラスに寄与しま

した。 

 

    
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数、配当込み）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、見送ることといた

しました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づい

て運用を行います。 
 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2018年８月28日～ 
2019年２月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 14,632  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 
 

＜マザーファンド＞ 

2019年のグローバル株式市場は、堅調な出足となりました。しかし、世界経済の先行きやそれに対する政策

対応、米中間の貿易摩擦問題などに関する不透明感は、引き続き根強く残っています。また、企業業績も足元

ではやや弱含んでいます。したがって、昨年末の大幅下落からの反発がそのまま持続的な上昇局面になるとい

う確信は、まだ持ちにくい状況にあると考えています。 
 
しかし、世界経済は概して健全な状態にあり、大きな危機につながりかねない過熱の兆しは見られません。

近年の日本株式市場の回復は全般的にファンダメンタルズの改善を反映した持続可能なものであると判断し

ています。より長期的な観点では、これまで主要先進国の水準を大幅に下回ってきた日本企業の株主資本利益

率（ＲＯＥ）も、改善への取組が着実に進んでいます。また、2017年以降、バリュー株に対する逆風が強まっ

たことから、バリュー株のディスカウント幅が拡大しており、とりわけ魅力度が高まっています。このため、

運用チームでは、いずれバリュー株への逆風が弱まれば、保有銘柄がその潜在的価値を発揮し、力強い長期的

リターンの実現に貢献するものとみています。 
 
マザーファンドでは、リサーチに基づく規律正しいバリュー投資を徹底することで、引き続き長期的に高い

リターンの獲得を目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

○１万口当たりの費用明細 (2018年８月28日～2019年２月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 182  0.729  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 89)  (0.354)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 89)  (0.354)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.021)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.017   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.017)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） そ の 他 費 用 12   0.050   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.050)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 198   0.796    

期中の平均基準価額は、25,031円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 
（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 
（注） 売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。 
（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年８月28日～2019年２月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンド 5,449 16,354 14,031 43,300 

 
（注） 単位未満は切り捨て。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

○株式売買比率 (2018年８月28日～2019年２月27日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 185,711千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 453,415千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.40   
 

（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年８月28日～2019年２月27日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年２月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンド 157,280 148,698 436,921 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年２月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・日本バリュー株マザーファンド 436,921 99.1 

コール・ローン等、その他 4,168 0.9 

投資信託財産総額 441,089 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年２月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 441,089,837   

 コール・ローン等 568,477   

 
アライアンス・バーンスタイン・ 
日本バリュー株マザーファンド(評価額) 

436,921,360   

 未収入金 3,600,000   

(B) 負債 3,533,576   

 未払信託報酬 3,305,081   

 未払利息 1   

 その他未払費用 228,494   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 437,556,261   

 元本 182,609,827   

 次期繰越損益金 254,946,434   

(D) 受益権総口数 182,609,827口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,961円 

 
（注） 期首元本額191,619,204円、期中追加設定元本額8,049,567円、

期中一部解約元本額17,058,944円。当期末現在における１口当

たり純資産額2.3961円。 
 

○損益の状況 (2018年８月28日～2019年２月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        134   

 支払利息 △        134   

(B) 有価証券売買損益 △ 39,058,425   

 売買益 2,171,482   

 売買損 △ 41,229,907   

(C) 信託報酬等 △  3,533,576   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 42,592,135   

(E) 前期繰越損益金 82,140,192   

(F) 追加信託差損益金 215,398,377   

 (配当等相当額) (  160,606,295)  

 (売買損益相当額) (   54,792,082)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 254,946,434   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 254,946,434   

 追加信託差損益金 215,398,377   

 (配当等相当額) (  160,606,295)  

 (売買損益相当額) (   54,792,082)  

 分配準備積立金 106,590,293   

 繰越損益金 △ 67,042,236   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第20期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額（0円）、

収益調整金額（160,606,295円）および分配準備積立金額

（106,590,293円）より分配対象収益額は267,196,588円（10,000口

当たり14,632円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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アライアンス・バーンスタイン・日本プレミア・バリュー株投信 

○お知らせ 

2018年８月28日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行

いました。 

 

2014年12月１日に投資信託及び投資法人に関する法律が改正施行されたことに伴い、信用リスク集中回

避のための投資制限として、一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する株式等エクスポー

ジャー、債券等エクスポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に対す

る比率は、原則として、それぞれ100分の10、合計で100分の20を超えないものとし、当該比率を超えること

となった場合には、委託者は、一般社団法人投資信託協会規則に従い当該比率以内となるよう調整を行うこ

ととすることを追加しました。また、信託約款本文「（デリバティブ取引等に係る投資制限）」に記載された

制限を「運用の基本方針」にも記載しました。その他所要の変更を行いました。 

 （変更日：2018年11月22日） 

 

 

 



添付ファンド_9pt_760582.indd   10添付ファンド_9pt_760582.indd   10 2019/04/16   17:00:152019/04/16   17:00:15



－ 11 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   11添付ファンド_9pt_760582.indd   11 2019/04/16   17:00:162019/04/16   17:00:16



－ 12 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   12添付ファンド_9pt_760582.indd   12 2019/04/16   17:00:162019/04/16   17:00:16



－ 13 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   13添付ファンド_9pt_760582.indd   13 2019/04/16   17:00:162019/04/16   17:00:16



－ 14 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   14添付ファンド_9pt_760582.indd   14 2019/04/16   17:00:162019/04/16   17:00:16



－ 15 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   15添付ファンド_9pt_760582.indd   15 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17



－ 16 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   16添付ファンド_9pt_760582.indd   16 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17



－ 17 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   17添付ファンド_9pt_760582.indd   17 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17



－ 18 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   18添付ファンド_9pt_760582.indd   18 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17



－ 19 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   19添付ファンド_9pt_760582.indd   19 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17



－ 20 －

添付ファンド_9pt_760582.indd   20添付ファンド_9pt_760582.indd   20 2019/04/16   17:00:172019/04/16   17:00:17


